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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 
Zhang Wenjun 
(張文君) 
（論文審査の結果の要旨） 
  
本論文は，建設契約がリスク分担ルール，契約変更ルールを主体とする不完備契
約であることを指摘するとともに，このような不完備契約が有するガバナンスの不
完備性が建設紛争の原因になっていることを指摘し，その緩和策について考察した
ものであり，以下のような知見を得ている． 
 
1. 不完備契約理論では，最適なリスク分担ルールおよび契約変更ルールを設計
することにより，契約内容の効率的なガバナンスを保証できることが知られてい
る．しかしながら，事業者がホールドアップ等の戦略的行動を採用する場合，契約
ガバナンスに不効率性が発生することを指摘している．さらに，ゲーム理論を用い
て，不完備契約の不完備性が発生するメカニズムを分析し，紛争解決メカニズムの
役割について考察している． 
2. 建設プロジェクト契約において，発注者，もしくは請負者が設計図書を作成
する際に戦略的行為が介在する可能性があることを指摘し，このような戦略的行為
による契約の効率性が低下するメカニズムを理論的に明らかにしている．一方，デ
ザイン・ビルド方式であれば設計変更による取引費用を内部化できるため，効率的
な契約の設計が常に可能であることを理論的に明らかにしている． 
3. 中国における建設契約約款とＦＩＤＩＣの国際契約約款におけるリスク分
担，契約変更ルール条項を比較することにより，両者の間で大きな差異がないこと
を明らかにしている．しかし，紛争解決のための調停期間，上位法律の改廃リスク
に介して行政府の介入を認めている点に中国の契約ガバナンスの特徴があること
を指摘している． 
 
以上，要するに，本論文は，建設契約の不完備性がもたらす契約ガバナンスの問
題点を考察するとともに，その緩和策について理論的・実証的に分析したものであ
り，学術上，実際上寄与するところが少なくない．よって，本論文は博士（工学）
の学位論文として価値あるものと認める．また，平成３１年１月２５日，論文内容
とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準
を満たしていることを確認し，合格と認めた．  
 
 
